
期待 66-恐怖の記憶：小嶋・今井、異常行動研究会誌 71 

 

  『期待 51』で紹介した論文は古く、メジャーな雑誌ではなかったので、手に入りにく

いかもしれない。雑誌名も今は変わっているように記憶している。そこで、手元にあった

論文のコピーを PDF ファイルにしてみた。小嶋・今井 異常行動研究会誌, 11:44-50, 1971

である。多分、修士課程でやった実験電位、手前味噌をお許しいただきたいが、結構面白

い結果だったように思う。英語で書く能力があったらよかったのにと、今は思っている。

今は昔と違い、若手の研究者もどんどん英文論文を書いていると思う。また、書かなけれ

ばいけない。 

この実験のことはずっと頭の片隅に置いていた。それを掘り出してきて、関連する論文

を読んでいる。わたしは有害刺激を使った恐怖関連の実験はそれ以後やっていない。専門

の方から見たら、今頃何を言っているんだ！ということも多いと思う。その辺りはご勘弁

いただくよりない。 

以下が論文である。 
















